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1. はじめに 

大学進学を目指す学生は，学習内容を重要視している

が，事前にその内容を把握することは困難な場合がある．

例えば，シラバスの閲覧は学習内容を知る手段の一つで

あるが，膨大な科目数を横断的・網羅的に閲覧するには

時間を要する．そこで本研究では，トピックモデル分析手

法の一つである LDA（Latent Dirichlet Allocation）[1]を用
いて，シラバスを分析する．そして，LDAの結果から得られ
るトピックを検索の『キーワード』として用いることで，選択さ

れたキーワードとその関心度に基づき，大学・学部・学科を

検索可能な進路指導支援システムを提案する．システムは，

閲覧の容易さから，Webアプリケーションとして開発する． 
2. 分析手法・結果 

国立大学 5大学から収集したシラバスデータを文系・理
系に分類し，授業目標，授業概要，授業計画に該当する

テキストを対象に，LDAを用いた分析を行った．ここで，ト
ピック数の決定には Perplexityを使用し，学科種類数とシ
ステムの一望性を加味し，文系 30，理系 35 トピックとした．
LDAの結果から命名したトピックの例を表 1に示す． 

表 1. トピックの例 
トピック プログラミング 地球・宇宙 言語・文化 創作・鑑賞 

代表 
単語 

C 
開発 

ソフトウェア 
アルゴリズム 
ネットワーク 

地震 
観測 
気象 
太陽系 
大気 

日本語 
外国 
音韻 
歴史 
文法 

制作 
美術 
デザイン 
鑑賞 
芸術 

LDA を用いた分析結果は，シラバス単位の各トピックの
構成割合を明らかにする．この値を学科単位に集約する

ため，学科ごとに平均値（平均トピック割合）を算出した． 
3. システム開発 

システム開発にあたり，インタフェイス上で選択されたキ

ーワードとその重みづけを，平均トピック割合と比較する必

要がある．そこで，キーワードと関心度の組み合わせに応

じた，仮想のトピック割合を生成する．関心度は 0～3 の 4
段階とした．例えば，トピック Aの関心度が 2，トピック Bの
関心度が 3 の場合，仮想トピック割合はそれぞれ 0.4，0.6
となり，それ以外のトピック割合は 0 となる． 

利用者がキーワードと関心度の組み合わせを変更する

度に，仮想トピック割合も更新される．同時に，システムは

平均トピック割合と仮想トピック割合の類似度を計算し，類

似度が高い順に大学・学部・学科をソートする．類似度は，

トピック割合をベクトルとみなし，Cosine Similarityを用いて
算出した．インタフェイスを図 1に示す． 

図 1. システムのインタフェイス 
システムの利用者はまず，文系・理系を選択する．この

選択によって表示されるキーワードが異なる．キーワードと

その関心度を任意に変更でき，キーワードと関心度の組み

合わせに応じて，画面下に大学・学部・学科が 5 つ表示さ
れる．大学名はその大学のホームページとリンクしている． 
4. 評価実験 

本システムを学習塾の進路指導員4名に試用してもらい，

評価アンケートとインタビューを行った．その結果，「キーワ

ードは学科の専門性を連想できる内容だったか」，「本シス

テムは進路指導に役立つと思うか」という質問項目につい

て，いずれも平均 4.0（高評価 5）を上回った．また，一見関

連性の薄いキーワードの組み合わせであっても，必ず学

部学科を提示できる点，キーワードが一般用語に近く，関

心と結びつけやすい点などが回答理由として挙げられた． 
5. まとめ 

LDA によるシラバスの分析結果を用いた進路指導支援

システムは，評価実験の結果より，有用であることが示唆さ

れた．今後の課題として，大学数の充実，トピックの細分

化・統合，および利用履歴に基づく適応的な進路指導支

援などが挙げられる． 
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